
資料－７

○ 近年では、毎年のように全国各地で自然災害が頻発し、甚大な被害が発生。

【平成27年9月関東・東北豪雨】

①鬼怒川の堤防決壊による浸水被害
（茨城県常総市）

③小本川の氾濫による浸水被害
（岩手県岩泉町）

【平成28年8月台風10号】 【平成29年7月九州北部豪雨】

④桂川における浸水被害
（福岡県朝倉市）

【平成30年7月豪雨】

⑤小田川における浸水被害
（岡山県倉敷市）

【平成30年台風第21号】

⑥神戸港六甲アイランドにおける浸水被害
（兵庫県神戸市）

【平成30年北海道胆振東部地震】

⑦土砂災害の状況
（北海道勇払郡厚真町）

【令和元年8月前線に伴う大雨】

⑧六角川周辺における浸水被害状況
（佐賀県大町町）

【平成28年熊本地
震】

②土砂災害の状況
（熊本県南阿蘇村）

⑨電柱・倒木倒壊の状況
(千葉県鴨川市)

【令和元年台風第15号】

④

③

⑧

①

⑦

⑤⑥

②

⑨

【令和元年台風第19号】

⑩千曲川における浸水被害状況
(長野県長野市)

⑩

近年における自然災害の発生状況
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気温

降雨

世界の平均地上気温は1850～
1900年と2003～2012年を比較し
て0.78℃上昇

気候システムの温暖化につい

ては疑う余地がない

21世紀末までに、世界平均気

温が更に 0.3～4.8℃上昇

強雨の発生件数が約30年前の約1.4
倍に増加

2012年以降、全国の約3割の地点で、
1時間当たりの降雨量が観測史上最
大を更新

1時間降雨量50mm以上の

発生回数が2倍以上に増加

1時間降雨量50mm以上の年間発生回数
（アメダス1,000地点あたり）

出典：気候変動に関する政府間パネル（IPCC）：第5次評価報告書、2013

出典：気象庁：地球温暖化予測情報第9巻、2017

（参考）気候変動による将来の降雨量、流量、洪水発生確率の変化倍率

前提となる気候シナリオ
降雨量変化倍率

（全国一級水系の平均値）
流量変化倍率

（全国一級水系の平均値）
洪水発生確率の変化倍率

（全国一級水系の平均値）

RCP8.5（4℃上昇に相当） 約１．３倍 約１．４倍 約４倍

RCP2.6（2℃上昇に相当） 約１．１倍 約１．２倍 約２倍

顕在化している気候変動の影響と今後の予測（外力の増大）

○気候変動に関する政府間パネル（IPCC）：第5次評価報告書によると、気候システムの
温暖化については疑う余地がなく、21世紀末までに、世界平均気温が更に 0.3～4.8℃上
昇したり、強雨の発生件数が現在の2倍以上に増加する可能性がある。

既に発生していること 今後、予測されること
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顕在化しつつある気候変動の影響（現象の変化）

○平成28年には統計開始以来初めて、北海道へ3つの台風が上陸するなど、気候変動に

より、気象現象も変化しており、今後、猛烈な台風の出現頻度が増加するなど、気象現象
の変化については、さらに顕在化するおそれがある。

既に発生していること 今後、予測されること
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○整備を越えるスピードで進行する気候変動に対応するため、気候変動適応型の治水対策への転換が必要

・災害の発生状況やＩＰＣＣ の評価等を踏まえれば、将来の気候変動はほぼ確実と考えられ、
緩和策と適応策とを車の両輪として進め、気候変動に対応する必要

今世紀末時点での降雨量の変化倍率（２℃上昇※ケース）

北海道北部、北海道南部、
九州北西部

1.15

その他12地域 1.1
※パリ協定（気候変動に関する国際的枠組み）における

将来の気温上昇を２℃以下に抑えるという目標を前提とした場合の算定結果

○将来の気候変動の影響による降雨量の増加等を考慮した治水計画に見直すとともに、
流域全体でハード・ソフト一体になってあらゆる対策を総動員する治水対策へ転換が必要

【背景・課題】

【取組方針】

＜暫定値＞

気候変動のスピードに対応した「事前防災対策」の加速化

気候変動シナリオ 降雨量 流量 洪水発生頻度

２℃上昇相当 約１．１倍 約１．２倍 約２倍

（４℃上昇相当） （ 約１．３倍 ） （ 約１．４倍 ） （ 約４倍 ）

世界平均地上気温変化

（２℃上昇ケース）

（４℃上昇ケース）
経年変化

（年）

＜参考＞降雨量変化倍率をもとに算出した、流量変化倍率と洪水発生頻度の変化
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動画 「台風１９号被害状況」



西日本と東日本における記録的な大雨について（6/28～7/6）

※全国の気象観測地点は約1,300地点

令和元年10月台風第19号の特徴（降雨）

※気象庁ウェブサイトより作成（特定期間の気象データ；2019年10月10日～2019年10月13日（令和元年台風第19号による大雨と暴風） ）
※数値は速報値であり、今後変更となる場合がある。
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1時間降水量

観測史上1位の更新地点数
（時間降水量別）

○ 10 月6 日に南鳥島近海で発生した台風第19 号は、12 日 19 時前に大型で強い勢力で伊豆半島に上陸した。そ
の後、関東地方を通過し、13 日12 時に日本の東で温帯低気圧に変わった。

○ 台風第19 号の接近・通過に伴い、広い範囲で大雨、暴風、高波、高潮となった。
○ 雨については、10 日から13 日までの総降水量が、神奈川県箱根で1000 ミリに達 し、東日本を中心に17 地点

で500 ミリを超えた。特に静岡県や新潟県、関東甲信地方、東北地方の多くの地点で3、6、12、24時間降水量の
観測史上1 位の値を更新するなど記録的な大雨となった。

○ 降水量について、6時間降水量は89地点、12時間降水量は120地点、24時間降水量は103地点、48時間降水量
は72地点で観測史上1位を更新した。
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： 国管理河川決壊箇所

： 都道府県管理河川決壊箇所

： 国管理河川
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台風第19号による国管理河川の状況（降雨）

○国管理河川の阿武隈川水系阿武隈川、鳴瀬川水系吉田川、信濃川水系千曲川、久慈川水系久慈川（3カ所）、
那珂川水系那珂川（3カ所）、荒川水系越辺川（2カ所）・都幾川では堤防が決壊。

○ これらの河川では、基準地点上流域平均雨量が河川整備基本方針の対象雨量を超過又は迫る雨量となった。

※決壊箇所は、令和元年10月21日 7:00時点 判明情報
※荒川は支川で決壊が発生、利根川では決壊はない。
※数値は速報値（R1.11.19時点）であり、今後変更となる
場合がある。
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令和元年台風第１９号（一般被害）

令和元年台風第１９号の豪雨により、極めて広範囲にわたり、河川の氾濫やがけ崩れ等が
発生。これにより、死者98名、行方不明者3名、住家の全半壊等42,928棟、住家浸水
46,940棟の極めて甚大な被害が広範囲で発生。

北陸新幹線
車両基地

破堤点
（千曲川左岸
58.0k付近）

信濃川水系千曲川（長野県長野市）

荒川水系越辺川（埼玉県東松山市他）
久慈川水系久慈川（茨城県常陸市他）

阿武隈川系阿武隈川（福島県須賀川市他）

破堤点
（久慈川左岸25.5k付近）

※消防庁「令和元年台風第１９号及び前線による大雨による被害及び 消防
機関等の対応状況（第59報） 」（令和元年11月28日 7:00現在）
※上記数値には、10月25日からの大雨による被害状況を含む
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令和元年台風第19号による被害

○ 令和元年台風第19号により広い範囲で記録的な大雨となり、関東・東北地方を中心に
計140箇所で堤防が決壊するなど、河川が氾濫し、約35,000haが浸水（現時点での速報値）

北陸新幹線
車両基地

破堤点
（千曲川左岸
58.0k付近）

信濃川水系千曲川（長野県長野市） 阿武隈川水系阿武隈川（福島県須賀川市他）

上田電鉄別所線（千曲川橋梁）住宅等浸水状況（長野県長野市）

（12月2日時点）
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台風第19号の影響による河川の被害状況（決壊発生箇所）

［国管理河川］ 堤防決壊１２箇所 １０月２０日に１２箇所全ての仮堤防が完成。

１１月 ８日までに１２箇所全ての補強工事が完了。

［県管理河川］ 堤防決壊１２８箇所 １１月 ８日までに１２８箇所全ての仮堤防が完成。

うち３６箇所では国の権限代行による復旧工事を実施。

： 国管理河川決壊箇所

： 都道府県管理河川決壊箇所

： 国管理河川

国 １２箇所
県 １２８箇所
計 １４０箇所
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社会経済活動への影響（交通途絶）

○ 高速道路や鉄道は、北海道から中国・四国地方までの広範囲にわたって影響を受けた。
○ 高速道路への影響は、最大で、被災：13路線15区間、強風等による通行止め：87路線93区間であった。
○ 鉄道への影響は、最大で、運行休止：83事業所247路線であった。

北陸新幹線
長野新幹線車両センター浸水

両毛線 太平下～栃木間
永野川橋梁 橋台背面流出

横須賀線 武蔵小杉駅
駅構内冠水

上信越自動車道
小布施SIC浸水

常磐自動車道
水戸北SIC浸水

高速道路の被災等による通行止め区間
鉄道の被災等による通行止め区間

※被災等により通行止めとなった区間を全て表示

写真出典：東日本高速道路株式会社ウェブサイト「https://www.e-nexco.co.jp/emc/info_20191018190521.html」
東日本旅客鉄道株式会社ウェブサイト「https://www.jreast.co.jp/press/2019/20191013_ho01.pdf」

「台風第19号」に伴う高速道路・鉄道の不通区間 ※内閣府「令和元年台風第19 号に係る被害状況等について」
（令和元年10月12日12：00現在～令和元年10月14日16：00現在）」より作成
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「逃げ遅れゼロ」を目指した取組 （１／２）
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「逃げ遅れゼロ」を目指した取組 （２／２）
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台風第19号による浸水の解消状況

○国管理河川14水系29河川、都道府県管理河川で59水系255河川で浸水が発生したが、全国の排水ポンプ
車200台体制で浸水の排除に全力で取り組み、10月30日までに全ての箇所において概ね浸水を解消

信濃川水系千曲川（長野県長野市穂保地区）における浸水状況

浸水状況（10月13日12時）

千曲川決壊箇所

排水ポンプ車による排水作業
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完
成

【応急復旧が完了した主な決壊箇所】

河川の被害と対応

○国管理河川千曲川や阿武隈川等で12箇所堤防が決壊。
10月20日に12箇所全ての仮堤防が完成し、11月8日までに12箇所全ての補強工事が完成
○県管理河川においては128箇所で堤防が決壊し、全ての箇所で仮の堤防が完成

完成

完成完成

完成決壊時

決壊時 決壊時

決壊時

鳴瀬川水系吉田川
宮城県黒川郡大郷町粕川地先

【左岸20.9km付近】

なるせ よしだ

くろかわぐん おおさとちょう かすかわ

信濃川水系千曲川
長野県長野市穂保地先

【左岸58km付近】

しなの ちくま

ながのし ほやす

那珂川水系那珂川
茨城県那珂市下江戸地先

【右岸28.6km付近】

な か な か

なかし しもえど

荒川水系越辺川
埼玉県川越市平塚新田地先

【右岸0.0km付近】

あら おっぺ

かわごえし ひらつかしんでん
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国の権限代行による都道府県管理河川の復旧

○ 都道府県管理河川のうち、茨城県・宮城県・福島県内の堤防が決壊した計36箇所において、
国の権限代行による復旧工事を24時間体制で実施しており、全箇所で仮の堤防が完成。

○ また、広範囲にわたり護岸の損傷があった長野県の計5箇所においても、
権限代行による復旧を実施し、全ての箇所で応急復旧が完了。

久慈川水系（茨城県）
・決壊箇所数：2箇所（常陸太田市ほか）
・10/18から応急復旧に着手
・全箇所で仮の堤防が完成

信濃川水系（長野県）
・損傷箇所数：5箇所（東御市ほか）
・10/20から応急復旧に着手
・全箇所で応急復旧が完了

阿武隈川水系（宮城県）
・決壊箇所数：18箇所（丸森町ほか）
・10/23から応急復旧に着手
・全箇所で仮の堤防が完成

阿武隈川水系（福島県）
・決壊箇所数：16箇所（郡山市ほか）
・10/26から応急復旧に着手
・全箇所で仮の堤防が完成

：堤防決壊箇所
（１８箇所）

●

あ ぶ く ま が わ

ま る も り ち ょ う

し な の が わ

と う み し

く じ が わ

ひ た ち お お た し

あ ぶ く ま が わ

こ お り や ま し
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③高度な災害対策機械力の活用

排水ポンプ車による緊急排水 現場状況の把握・監視

④所管研究所等による高度な技術力による支援

自治体への技術指導 高度技術指導チーム

・衛星通信を活用し危険個所の
常時監視、通信回線の構築

・全国８機の防災ヘリが
リアルタイムに被害を把握

・現場の危険度や状況に応じ
た工法、対応方針等を助言

・研究所などの専門家が被災原
因を解析、難易度の高い復旧
工法をアドバイス

・全国の排水ポンプ車を
集結、浸水を迅速に排除

・被害状況や支援ニーズの把握
・首長の片腕となり対応方針助言

・難易度の高い現場でも的確
に調査・工法検討

災害対策用ヘリコプター
「ほくりく号」

①地域のニーズを把握

○激甚災害の早期指定を目指し、全国の地方整備局等（北海道～沖縄）からＴＥＣ－ＦＯＲＣＥを広域派遣
○平時の業務で培った技術力を活かし、自治体所管の公共土木施設について被災自治体になりかわり、調査、対策工法の

検討等を実施。被害規模の迅速な把握に貢献
○排水ポンプ車、衛星通信車など、自治体が保有しない高度な災害対策機械を全国から集結させ被災地に投入

迅速な排水活動などにより自衛隊、警察、消防の捜索、救助活動の支援も実施
【累積派遣数：のべ約30,000人・日（過去最大）※12月2日時点、日最大派遣数：約748人（10月23日） 】

・ドローンなどの新技術を
活用し迅速に調査を実施

千曲川 →

被災状況の把握防災ヘリコプターでの広域調査市町村へのリエゾン派遣

②被災状況の迅速な調査

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）の活動状況
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台風第19号での主な課題 （１／２）

18

＜ソフトにおける課題＞ 住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト第4回全体会議資料より

台風第19号での主な課題 （２／２）

19

＜洪水時における情報発信状況と課題＞ 住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト第4回全体会議資料より



河川・気象情報の改善に関する検証チーム（水管理・国土保全局、気象庁）

20

住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト第4回全体会議資料より

受け身の個人 行動する個人へ
避難
決断

誘導
（二次元コード、共通

ハッシュタグ等）

個人
カスタマイズ

ブロード
キャスト型

従来 強化

公式アカウントで情報発信

気象・水害・土砂災害情報
Ａ：災害情報単純化プロジェクト 水害・土砂災害情報統合ポータルサイト、情報の「ワンフレーズ・マルチキャスト」の推進等

緊急速報メール 等

（緊急速報メールの配信文例の統一化 等）

ネット情報

プル型

避難インフルエンサー

Ｅ：災害情報メディア
連携プロジェクト

Ｆ：地域コミュニティ
避難促進プロジェクト

Ｃ：災害リアリティー伝達プロジェクト

専門家の解説切迫した
カメラ映像

防災コラボチャンネル（CATV☓ローカルFM）

新聞（ハザードマップ掲載等）

Ｂ：災害情報我がことプロジェクト

Ｄ：災害時の意識転換
プロジェクト プッシュ型（気付き）

住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト
取組概念図

ＴＶ・ラジオ・ＣＡＴＶ等

防災マイ・ページ
マイ・タイムライン等

Ｂ：災害情報我がことプロジェクト
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気象キャスター、ラジオパーソナリティー、アナウンサー等が、公式アカウントのツイートに対し
て積極的なリツイートを実施することで、発信元が確かな災害情報の拡散を図る。

リツイートで多くのフォロワーに
情報が拡散

○○（気象キャスター）さんがリツイートしました

○○（気象キャスター）さんがリツイートしました

SNS等での防災情報発信及びリツイート

22

逃げなきゃコール
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携帯電話事業者
（NTTﾄﾞｺﾓ、KDDI・沖縄ｾﾙﾗｰ、ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ（ﾜｲﾓﾊﾞｲﾙ含む））

河川管理者（国）
・気象庁

洪水予報作成・発表
（地方整備局等）

関係市町村、報道機関等

一般住民

メール・FAX
等

緊急速報メール緊急速報メール洪水情報洪水情報

追加!!追加!! 追加!!追加!!

テレビ・ラジオ
インターネット等

洪水情報のプッシュ型配信イメージ

従来従来 従来従来

国土交通省では、「水防災意識社会 再構築ビジョン」のもと、洪水時に住民の主

体的な避難を促進するため、緊急速報メールを活用した洪水情報※１のプッシュ型配
信※２に取り組んでいます。

※今回のメール配信は、携帯電話事業者が
提供する「緊急速報メール」のサービスを
活用して洪水情報を携帯電話ユーザーへ周
知するものであり、洪水時に住民の主体的
な避難を促進する取組みとして国土交通省
が実施するものです。

※１洪水情報とは洪水予報指定河川の氾濫危険情報（レベル４）及び氾濫発生情報（レベ
ル５）の発表を契機として住民の主体的な避難を促進するために配信する情報
※２プッシュ型配信とは受信者側が要求しなくても発信者側から情報が配信される仕組み

実際の配信事例（平成29年7月洪水） 24

緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ配信

浸水

阪神淡路大震災

避難ルートの検討

大雨が降ったとき
・どこが浸水するおそれがあるか？
・どこで土砂災害の危険があるのか？
・どこの道路が通行止めになりやすいのか?

地震のとき
・どこが揺れやすいのか？
・活断層はどこにあるのか？
・大規模な盛土造成地はどこなのか？

このような防災に関する様々な情報が分かるので、避難計画・防災対策に役立ちます。

浸水対策の検討

わがまちハザードマップ
全国の市町村のハザードマップを閲覧することができます。

重ねるハザードマップ
様々な防災に役立つ情報を、全国どこでも１つの地図上で重ねて閲
覧できます。

東京都千代田区洪水ハザードマップ

耐震対策の検討 液状化対策の検討

検 索ハザードマップ

藤沢市津波ハザードマップ

土砂災害危険箇所

洪水浸水想定区域

道路冠水想定箇所
緊急輸送道路
事前通行規制区間

写真

1つの地図に重ね合わせて閲覧

今いる場所の災害危険度わかります
国土交通省ハザードマップポータルサイト http://disaportal.gsi.go.jp/

• 災害時の避難や、事前の防災対策に役立つ情報を公開しています
• 全国の防災情報を１つの地図上で重ねて閲覧可能に

25

国土交通省ハザードマップポータルサイト


